
第２学年 国語科学習指導案 
                               日 時：令和３年１１月１６日（火）第 5校時 
                               場 所：清水小学校 ２年生教室  
                               授業者： 
 
１ 単元名   「馬のおもちゃの作り方/おもちゃの作り方をせつめいしよう」 

     
２ 単元・教材について 
 おもちゃ作りという題材は，児童が興味をもちやすく，意欲的，主体的に取り組むことができる。また，生活科「動くおもちゃ
を作ろう」と関連させ，自分が作ったおもちゃの作り方を説明する文章を書くため，児童にとって取り組みやすい教材である。 
本教材は，「読むこと」の領域の「馬のおもちゃの作り方」と「書くこと」の領域の「おもちゃの作り方をせつめいしよう」の

２つの教材を関連付けて構成されている。「馬のおもちゃの作り方」は，<はじめ><材料と道具><作り方><楽しみ方>のまとまりで
述べた文章である。また，<作り方>を文章，図・写真で示すことで，おもちゃが出来上がる様子をとらえやすくなっている。馬の
おもちゃを作る活動は図画工作科の授業で実施する。 
「おもちゃの作り方をせつめいしよう」では，自分のおもちゃの作り方を説明する文章を書く活動につながる構成になってい

る。 
 
３ 研究との関わり 

（Ⅰ）－１ 単元の終末で,おもちゃの作り方を説明する文章を書くという自分の学びを発揮できる単元指導計画を作成する。 
（Ⅱ）－２ 深めの活動で，順序を表す言葉を例文に入れることによって,説明する文章の順序を表す言葉に気付く。 
       

 
４ 単元の目標 

◎「馬のおもちゃの作り方」を読んで，文章のまとまりや順序を表す言葉に着目し，説明する文章の工夫を見つけることができ
る。 

◎分かりやすい説明の仕方を考え，<はじめ><材料と道具><作り方><楽しみ方>の順番に沿って書くことができる。また<作り方>
では，順序を表す言葉や図・写真を使って文章を書くことができる。  

単元の評価規準 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 
共通，相違，事柄

の順序など情報と
情報との関係につ
いて理解している。 
(２ア) 

「書くこと」において，事柄の順序に沿って簡単
な構成を考えている。(Ｂ１イ) 
「読むこと」において，順序や事柄の順序などを

考えながら，内容の大体を捉えている。(Ｃ1ア) 
 

事柄の順序に沿って粘り強く構成を考え，学習
課題に沿っておもちゃの作り方を説明する文章を
書こうとしている。 

５ 単元指導計画 

 時 単位時間の目標 評価規準 
並 行
読 書 

１ １ 

「馬のおもちゃの作り方」を読むことに興味をもち，４つの
まとまりで書かれていることに気付き，学習の見通しをもつこ

とができる。 

「馬のおもちゃの作り方」は<はじめ><材料と道具> 
<作り方><楽しみ方>のまとまりと順番で書かれている

ことに気付いている。(思考力・判断力・表現力等) 

 

２ 

2 
<はじめ><材料と道具>を読む活動を通して，それぞれのまと

まりに書かれている内容を読みとることができる。 

<はじめ><材料と道具>には，作るおもちゃ，準備す

る物が書かれていること気付いている。(思考力・判
断力・表現力等) 

3 

<作り方>の前半を読み取る活動を通して，具体的な数字，

図・写真など説明の工夫に気付き，分かりやすい文章の書き方
を見つけることができる。 

<作り方>の前半を読み取る活動を通して，具体的な数

字，図・写真を使うと，読み手にとって分かりやすい文
章になることに気付くことができる。 (思考力・判断
力・表現力等) 

4 

<作り方>の後半を読み取る活動を通して，具体的な数字，
図・写真など説明の工夫に気付き，分かりやすい文章の書き方

を見つけることができる。 

<作り方>の前半を読み取る活動を通して，具体的な数
字，図・写真を使うと，読み手にとって分かりやすい文

章になることに気付いている。 (思考力・判断力・表現
力等) 

5 
本
時 

<作り方>の冒頭の一文を正しく並び替える活動を通して，接

続詞の順序性に気付き，順序を表す言葉を使うと読み手にとっ

て分かりやすい文章になることに気付き，文章構成を捉えるこ

とができる。 

<作り方>の全体を読み取る活動を通して，順序を表す
言葉を使うと，読み手にとって分かりやすい文章になる
ことに気付いている。  (思考力・判断力・表現力等) 

6 

<楽しみ方>を読む活動を通して，書かれている内容を読み取

り，「おもちゃの作り方」の書き方について理解することがで

きる。 

<楽しみ方>には，おもちゃの動かし方，読み手への
呼びかけが書かれていること気付いている。(思考

力・判断力・表現力等) 

３ 

7 
生活科の学習で作ったおもちゃを説明する文章を書く学習へ

の見通しをもち，説明したいおもちゃの材料や道具を考えるこ
とができる。 

 説明するおもちゃの材料や道具を書き出している。

(思考力・判断力・表現力等) 

8 
9 
 

文章の組み立て，順序，文章に入れる図・写真に気を付け

て，おもちゃを説明する文章を書くことができる。 

順序を表す言葉（「まず」「次に」「それから」「最後

に」など）を使って，おもちゃを説明する文章を書い
ている。(思考力・判断力・表現力等) 

10 

書いた文章を見直し，これまで学習してきた説明の工夫を使
って書いているか確かめることができる。 

 文章を見直し，分かりづらいところを書き直すな
ど，文章をよりよくしている。 
(思考力・判断力・表現力等) 

11 
友達と説明する文章を読み合って感想を伝え合い，「馬のおも

ちゃの作り方」の学習を振り返ることができる。 
 友達と書いた文章を読み合い，感想を伝え合ってい
る。 (学びに向かう力・人間性等) 
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単元のきよみずガエル君 説明する文章を分かりやすく書くために，自分が気をつけたいことは何かな。

・前時のまとめを読み，本時の見通

しをもてるようにする。

・「まず」「つぎに」「それから」「その後」「さいごに」「これで」が順序を表す言葉であることを
確認する。
・全員が並び替えができるように，順序を表す言葉が書かれている文のカードを渡し，操
作できるようにする。
・順序を表す言葉の順番を確認する。
・並び替えた理由を聞くことで，順序を表す言葉の意味を確認できるようにする。

・<作り方>で見つけた説明の工夫を振
り返り，分かりやすい文章を書くために，
気をつけたいことを書く。
・きよみずガエル君では，第3次で自分
がどのように書きたいかを振り返る。

第３ブロック（終末） 第２ブロック（展開） 第１ブロック（導入）

７ 本時の展開
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６ 本時のねらい (5/11)
<作り方>の冒頭の一文を正しく並び替える活動を通して，接続詞の順序性に気付き，順序を表す言葉を使うと，読み手にとって分かりやすい文章構成を捉えることができる。
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